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愛
知
万
博
メ
モ
リ
ア
ル
第
六
回
愛
知

県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
、愛
・

地
球
博
記
念
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
会
で
は
、
県
内
の
市
町
村
が
市

の
部
と
町
村
の
部
に
分
か
れ
て
、
九
区

間
、
二
十
九
・
七
キ
ロ
を
競
い
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
雨
も
ス
タ
ー
ト
時
に
は
や

み
、
各
選
手
は
多
く
の
観
客
か
ら
の
声

援
の
中
、
懸
命
な
走
り
で
タ
ス
キ
を
つ

な
ぎ
ま
し
た
。
結
果
は
、
市
の
部
で
六

位
と
な
り
、
六
大
会
連
続
入
賞
と
い
う

輝
か
し
い
成
果
を
収
め
ま
し
た
。

以
上
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
工

廠
跡
地
に
は
、
被
爆
後
の
傷
跡
が
今
も

そ
の
ま
ま
の
形
で
残
り
、
当
時
の
様
子

が
う
か
が
え
ま
す
。

　

参
加
者
は
あ
ら
た
め
て
平
和
の
尊
さ

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。　

　

平
和
都
市
推
進
協
議
会
で
は
、
悲
惨

な
歴
史
的
事
実
を
身
近
に
感
じ
、
平
和

を
考
え
る
機
会
と
し
て
、
豊
川
海
軍
工

廠
跡
地
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
年
八
月
七
日
、
豊
川
海
軍

工
廠
の
被
爆
に
よ
っ
て
、
二
千
五
百
人

 18日 10日

歴
史
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 3日

市
の
部
六
大
会
連
続
入
賞

愛
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝

新
市
民
病
院
工
事
現
場
で

進
ち
ょ
く
状
況
な
ど
を
説
明

　

市
で
は
、
平
成
二
十
五
年
五
月
の
開

院
に
向
け
て
整
備
を
進
め
て
い
る
、
新

市
民
病
院
の
工
事
現
場
の
見
学
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

病
院
棟
の
基
礎
部
分
の
工
事
現
場
で

は
、
免
震
装
置
の
構
造
や
役
割
な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
場
に
設
け
ら
れ
た
病
室
の

モ
デ
ル
ル
ー
ム
で
は
、
広
さ
や
照
明
、

ト
イ
レ
な
ど
の
設
備
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。



月

　

全
国
高
校
駅
伝
競
走
大
会
が
京
都
市

で
行
わ
れ
、
愛
知
県
代
表
と
し
て
豊
川

工
業
高
校
男
子
が
十
四
年
連
続
、
豊
川

高
校
女
子
が
五
年
連
続
で
出
場
し
ま
し

た
。

　

結
果
は
、
豊
川
高
校
女
子
が
、
昨
年

の
涙
の
準
優
勝
か
ら
見
事
に
優
勝
へ

と
返
り
咲
き
、
豊
川
工
業
高
校
男
子
は

四
年
ぶ
り
の
六
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し

た
。
都
大
路
を
懸
命
に
駆
け
抜
け
る
選

手
た
ち
に
、
沿
道
や
ス
タ
ン
ド
か
ら
多

く
の
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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活
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